
 施策評価シート【分野別施策】 

 
 施策名  関係部 

１－① 子どもの学びを充実する 学校教育部、社会教育部 

 
 所管事業に関連する成果指標の達成状況 

指標名 
単

位 

改訂計画 

策定時 

実績値 5 年度 

目標値 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

授業（国語、算

数・数学）の内

容がよく分かる

と回答した児童

生徒の割合 

小学校 ％ 79.0 －※    80.0 

中学校 ％ 71.9 －※    72.0 

自分にはよいと

ころがあると回

答した児童生徒

の割合 

小学校 ％ 78.9 －※    79.4 

中学校 ％ 75.3 －※    76.2 

授業でもっとコ

ンピュータなど

のＩＣＴを活用

したいと回答し

た児童の割合 

小学校 ％ 83.5 －※    88.0 

中学校 ％ 77.9 －※    80.0 

関連事業 

○生きる力を育む学校づくり推進事業○幼・保・小・中連携の推進事業○放課後自主学習教室事業○

日本語指導協力者派遣事業○道徳教育推進事業○地域に根ざした教育推進事業○子ども読書活動推

進事業○小学校情報教育推進事業○中学校情報教育推進事業○教育の情報化推進事業○外国人英語

指導者の学校訪問事業○英語教育推進事業 

※令和２年度は、全国学力・学習状況調査が実施されなかったため、実績値がありません。 

 

 決算額 

 
2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

事業費（千円） 162,737    

執行率（％） 83.10    

 
 
 
 
 



施策の推進に向けた主な取組の「成果」 

●「学力向上、生きる力を育むための取組」 

⇒幼児から児童・生徒の成長段階に応じ、学校間で交流を図ることにより、学びの連続性を

図るとともに、児童の学習意欲の向上や家庭学習の習慣化を目指す取組を進めました。ま

た、地域に開かれた学校づくりを推進するほか、自ら学ぶ力や学び方・考え方を身に付け

る学習を推進しました。 

 

●「児童、生徒の学びを充実するための取組」 

⇒児童、生徒の学びを充実するため、学校の教育活動全体を通じた児童・生徒の心に響く教

育の充実を図るとともに、地域の教育資源を生かし、地域に根ざした魅力ある学校教育活

動を展開しました。また、日本語指導が必要な外国につながりのある児童・生徒への日本

語習得や学校生活への適応を図りました。 

⇒各学校で活躍する図書ボランティアが、新型コロナウイルス感染症の対策をしながら読み

聞かせ等の活動を行いました。そして、各中学校区子ども読書活動推進協議会代表者会議

において活動状況等の情報交換を行うなど、活動のサポートに努めました。また、図書ボ

ランティアの交流事業を実施して、子どもが読書に親しむための環境づくりを進めまし

た。 

 

●「情報教育、外国語教育の推進」 

⇒ＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童・生徒１人あたり１台のタブレット端末となる環境

を整備しました。また、教員向けのＩＣＴ活用研修を実施しました。 

外国人英語指導者を効果的に活用し、幼児・児童・生徒の英語に対する興味・関心を高め、

英語や外国の生活・文化に親しむ態度及びコミュニケーション能力の育成を図りました。 

 

 

 施策を推進する上での「課題」 課題解決を図るための「取組方針」 

●「学力向上、生きる力を育むための取組」 

⇒「確かな学力」の向上、また生きる力を育

むため、継続的かつ体系的に事業を推進し

ていくことが課題です。 

 

 

●「児童、生徒の学びを充実するための取組」 

⇒道徳教育の充実のため、学校全体として道

徳教育の推進につなげることが課題です。

また、学校教育活動を展開するにあたり、

学校や児童・生徒、ボランティア、それぞ

れのニーズに応じた派遣及び対応につい

●「学力向上、生きる力を育むための取組」 

⇒「協働した教育活動の充実」、「社会に開

かれた教育課程の実現」を目指し、子ども

の実態や地域の特性を生かして、家庭、地

域との連携を強化します。 

 

●「児童、生徒の学びを充実するための取組」 

⇒道徳教育推進担当者会を通じて、道徳教育

を推進していくための手立てや課題につ

いての研修等、教員の実践力向上を図ると

ともに学生ボランティアや日本語指導協

力者が児童・生徒たちの学習支援を行う



て確認が必要です。 

 

⇒図書ボランティアの人材確保が難しいこ

と、また子ども読書活動推進協議会の運営

で事務等の負担があることから、協議会の

運営方法や負担軽減策を検討する必要が

あります。 

 

●「情報教育、外国語教育の推進」 

⇒ＧＩＧＡスクール構想に基づき整備した

環境を維持管理していく必要があります。

また、ＩＣＴ活用について教員のさらなる

スキルアップが必要です。 

教員の授業力向上のため、小・中学校にお

ける英語教育を推進するとともに、授業以

外の場で英語を使ったコミュニケーショ

ンの場が必要です。 

 

 

等、学校教育をサポートする活動を推進し

ます。 

⇒子ども読書活動推進協議会の声をこまめ

に聞きながら地域の実情に合わせて連携

を強化し、図書ボランティアがより活動で

きるようサポートに努めます。 

 

 

●「情報教育、外国語教育の推進」 

⇒ＧＩＧＡスクール構想に基づき整備した

環境を適切に保守します。また、教員向け

のＩＣＴ活用研修を実施し、教員のスキル

アップを図ります。 

英語教育について理解を深めるとともに、

教員の授業の実践力向上を図り、小・中学

校における英語教育の充実を推進すると

ともに、イングリッシュイベントを実施す

ることで、授業以外の場で英語を使ったコ

ミュニケーションの場を創出します。 

 

 

※「教育の情報化推進事業」は、実施計画事業ではないため、事業費及び執行率に含まれていません。 


